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【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 書 類 名 】 　 　 　 　 　 明 細 書
　 　 　 【 発 明 の 名 称 】 　 　 信 号 線 分 岐 用 金 属 ダ ク ト
　 　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 　 【 請 求 項 １ 】 　 伝 送 制 御 盤 を 数 層 に 区 切 っ て 制 御 ユ ニ ッ ト 室 を 設 け 、 こ の 制 御 ユ
ニ ッ ト 室 に 収 納 さ れ た 各 制 御 ユ ニ ッ ト か ら の 伝 送 用 信 号 線 を 集 合 し て 収 納 し 、 伝 送 用 信 号
線 を ノ イ ズ 障 害 か ら 保 護 す る 金 属 ダ ク ト に お い て 、
　 こ の 金 属 ダ ク ト の 内 部 に 、 各 制 御 ユ ニ ッ ト へ の 信 号 分 岐 用 の コ ネ ク タ を 装 備 し た 基 板
を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 信 号 線 分 岐 用 金 属 ダ ク ト 。
　

　

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 ノ イ ズ 障 害 を 受 け る 伝 送 用 信 号 線 の 保 護 と 信 号 分 岐 用 の コ ネ ク タ を 装 備 し た
基 板 を 収 納 す る 金 属 ダ ク ト に 関 す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 の 制 御 盤 の 構 造 を 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す 。 図 中 １ は 制 御 盤 の 箱 体 で あ り 、 隔 壁 ７ に よ
っ て 数 層 に 区 切 ら れ た 制 御 ユ ニ ッ ト 室 に 制 御 ユ ニ ッ ト ６ が 収 納 さ れ て い る 。 箱 体 １ に は 、
各 制 御 ユ ニ ッ ト 室 を 貫 通 す る 状 態 に 縦 方 向 に 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ が 配 設 さ れ て お り 、
絶 縁 支 持 用 ブ ッ シ ュ ３ を 介 し て 支 持 ベ ー ス ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 前 記 の 制 御 ユ ニ ッ ト
室 に 収 納 さ れ た 制 御 ユ ニ ッ ト ６ か ら 導 出 さ れ た 口 出 し 線 ８ は 、 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ 内
に 納 め ら れ 、 金 属 の カ バ ー ５ を 被 せ て 物 理 的 な 保 護 及 び 電 磁 的 シ ー ル ド が さ れ る 。 こ の 金
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【 請 求 項 ２ 】 　 盤 内 を 数 層 に 区 切 っ て 制 御 ユ ニ ッ ト 室 を 設 け 、 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト 室 に 収
納 さ れ た 各 制 御 ユ ニ ッ ト か ら の 伝 送 用 信 号 線 を 集 合 し て 収 納 し 、 伝 送 用 信 号 線 を ノ イ ズ 障
害 か ら 保 護 す る 金 属 ダ ク ト を 有 す る 制 御 盤 に お い て 、

こ の 金 属 ダ ク ト の 内 部 に 、 各 制 御 ユ ニ ッ ト へ の 信 号 線 分 岐 用 の コ ネ ク タ を 装 備 し た 基 板
を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 制 御 盤 。
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属 ダ ク ト 本 体 と 金 属 の カ バ ー と で 、 金 属 ダ ク ト が 構 成 さ れ る 。 図 中 ９ は 伝 送 用 金 属 ダ ク ト
本 体 ４ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た ア ー ス 線 、 １ ０ は ア ー ス 線 ９ が 接 続 さ れ る ア ー ス バ ー 、 １ ５
は 箱 体 １ の 外 部 か ら の 信 号 線 の 引 き 込 み を 行 う 引 込 口 で あ る 。 ま た 、 図 ５ 中 、 １ ２ は ア ー
ス コ モ ン 線 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 制 御 盤 に お け る 伝 送 用 信 号 線 の 配 線 経 路 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 各 制 御
ユ ニ ッ ト ６ 毎 に シ リ ー ズ 配 線 さ れ て お り 、 各 制 御 ユ ニ ッ ト ６ に は 、 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体
４ の 口 出 し 部 か ら ソ ケ ッ ト １ ６ が 引 き 出 さ れ て い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 と こ ろ が 、 従 来 の 技 術 で は 、 １ 台 の 制 御 ユ ニ ッ ト ６ へ の 配 線 を 除 去 し た 場 合 、 制 御 ル ー
プ が 切 れ て し ま う た め 、 コ ネ ク タ １ ６ 部 の 連 結 処 理 が 必 要 で あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 制 御 ユ ニ ッ ト ６ の 大 小 に よ り 、 伝 送 用 信 号 線 の 長 さ が 統 一 で き な い な ど の 問 題 が
あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 制 御 ユ ニ ッ ト か ら の 伝 送
信 号 線 除 去 時 の 制 御 ル ー プ 保 護 及 び 盤 用 各 部 品 の 集 約 化 を 図 る こ と の で き る ダ ク ト

を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 伝 送 制 御 盤 を 数 層 に 区 切 っ て 制 御 ユ ニ ッ ト 室 を 設
け 、 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト 室 に 収 納 さ れ た 各 制 御 ユ ニ ッ ト か ら の 伝 送 用 信 号 線 を 集 合 し て 収 納
し 、 伝 送 用 信 号 線 を ノ イ ズ 障 害 か ら 保 護 す る 金 属 ダ ク ト に お い て 、 こ の 金 属 ダ ク ト の 内 部
に 、 各 制 御 ユ ニ ッ ト へ の 信 号 分 岐 用 の コ ネ ク タ を 装 備 し た 基 板 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 手 段 に よ り 、 １ 台 の 制 御 ユ ニ ッ ト を 取 り 出 し て も 、 コ ネ ク タ が 回 路 導 通 さ せ る た め
、 制 御 ル ー プ 回 路 は 問 題 な く 作 動 す る 。 ま た 、 盤 用 各 部 品 の 集 約 化 も で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 伝 送 用 金 属 ダ ク ト の 配 置 図 、 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， （ ｃ ） は 図 １ の 部 分
詳 細 図 、 図 ３ は 図 １ の 伝 送 信 号 線 経 路 図 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ ら の 図 に お い て 、 １ は 箱 体 、 ２ は 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 支 持 ベ ー ス 、 ３ は 伝 送
用 金 属 ダ ク ト の 絶 縁 支 持 用 ブ ッ シ ュ で あ り 、 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ を 制 御 盤 箱 体 １ か ら
絶 縁 支 持 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 ５ は 、 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ の カ バ ー で 、 タ ッ ピ ン グ ね じ １ １ に て 伝 送 用 金 属 ダ ク ト
本 体 ４ に 装 着 さ れ る 。 こ の 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ と カ バ ー ５ と で 、 金 属 ダ ク ト が 構 成 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 箱 体 １ の 内 部 に は 、 隔 壁 ７ に よ っ て 数 層 に 区 切 ら れ た 制 御 ユ ニ ッ ト 室 が 設 け ら
れ 、 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト 室 に 制 御 ユ ニ ッ ト ６ が 収 納 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 発 明 に お い て は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ と 金 属 カ バ ー ５ か ら
な る 金 属 ダ ク ト の 内 部 に 絶 縁 支 持 ブ ッ シ ュ ３ に よ っ て 基 板 １ ３ を 取 り 付 け 、 こ の 基 板 １ ３
に 信 号 線 分 岐 用 コ ネ ク タ １ ４ を 搭 載 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
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　 基 板 １ ３ は 次 の よ う な 構 成 に な っ て い る 。 す な わ ち 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 １ 次 側 ソ ケ ッ
ト １ ４ ａ と ２ 次 側 ソ ケ ッ ト １ ４ ｂ を 挿 入 す る ２ つ の 信 号 線 分 岐 用 コ ネ ク タ １ ４ 、 １ ４ 同 志
を 導 通 さ せ る と と も に 、 制 御 ユ ニ ッ ト ６ へ の は ん だ 付 け 出 力 端 子 １ ７ に も 導 通 さ せ て い る
。 は ん だ 付 け 出 力 端 子 １ ７ か ら 制 御 ユ ニ ッ ト ６ へ は 、 口 出 し 線 ８ を 設 け 、 そ の 先 端 に は ソ
ケ ッ ト １ ６ を 配 置 し て い る 。 し た が っ て 、 ソ ケ ッ ト １ ６ を 抜 い て 制 御 ユ ニ ッ ト ６ を 取 り 出
し て も 、 基 板 １ ３ に よ り 、 制 御 ル ー プ は 問 題 な く 作 動 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 伝 送 信 号 は 、 伝 送 線 に て 盤 下 部 の 引 込 口 １ ５ か ら 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ 内 を 通 り 、 図
３ に 示 す よ う に 基 板 １ ３ の 信 号 線 分 岐 用 コ ネ ク タ １ ４ に て 分 岐 さ れ て 各 制 御 ユ ニ ッ ト 室 内
の 制 御 ユ ニ ッ ト ６ へ 口 出 し 線 ８ に よ っ て 伝 達 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ で 吸 収 し た ノ イ ズ は 最 上 部 の 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 ４ か ら ア ー
ス 線 ９ を 介 し て 専 用 第 ３ 種 接 地 用 ア ー ス バ ー １ ０ へ 接 地 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 各 制 御 ユ ニ ッ ト 室 毎 の 金 属 ダ ク ト 内 に 伝 送 信 号
線 分 岐 用 コ ネ ク タ を 装 備 し た 基 板 を 配 置 し た の で 、 １ 台 の 制 御 ユ ニ ッ ト を 取 り 出 し て も 、
コ ネ ク タ が 回 路 導 通 さ せ る た め 、 制 御 ル ー プ 回 路 は 問 題 な く 作 動 す る 。 こ れ に よ り 、 各 制
御 ユ ニ ッ ト 分 離 時 の 伝 送 ル ー プ 保 護 と 、 盤 用 各 部 品 の 集 約 化 に よ る 経 済 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】 　 本 発 明 の 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 取 付 構 造 の 一 実 施 例 を 示 す 配 置 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】 　 図 １ の 部 分 詳 細 図 で あ り 、 （ ａ ） は 拡 大 正 面 図 、 （ ｂ ） は 金 属 ダ ク ト 部 の
拡 大 横 断 面 図 、 （ ｃ ） は コ ネ ク タ 取 付 部 の 拡 大 横 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】 　 図 １ の 伝 送 信 号 線 経 路 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】 　 従 来 の 構 造 図 で あ る 。
　 　 【 図 ５ 】 　 従 来 の 構 造 図 で あ る 。
　 　 【 図 ６ 】 　 従 来 の 伝 送 信 号 線 経 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 箱 体 、 ２ ： 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 支 持 ベ ー ス 、 ３ ： 絶 縁 支 持 用 ブ ッ シ ュ 、
４ ： 伝 送 用 金 属 ダ ク ト 本 体 、 ５ ： カ バ ー 、 ６ ： 制 御 ユ ニ ッ ト 、 ７ ： 隔 壁 、
８ ： 口 出 し 線 、 ９ ： ア ー ス 線 、 １ ０ ： ア ー ス バ ー 、 １ １ ： タ ッ ピ ン グ ね じ 、
１ ２ ： ア ー ス コ モ ン 線 、 １ ３ ： 基 板 、 １ ４ ： 信 号 線 分 岐 用 コ ネ ク タ 、
１ ４ ａ ： １ 次 側 ソ ケ ッ ト 、 １ ４ ｂ ： ２ 次 側 ソ ケ ッ ト 、 １ ５ ： 引 込 口 、
１ ６ ： ソ ケ ッ ト 、 １ ７ ： は ん だ 付 け 出 力 端 子
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